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健康寿命日本一を目指して
～平成29年度一般会計予算
　総額413億7,000万円を可決～  ２

3月定例会で決まりました ６

議会報告会を開催します ９

10常任委員会で審査しました

13

23委員会視察報告

第４回安曇野市議会報告会
を開催します

午後２時から午後４時

午後２時から午後４時

午後７時から午後９時

開催日　５月28日（日）
明科公民館２階　講議室

堀金公民館３階　会議室１

安曇野市役所４階　大会議室

詳細は９ページへ

市政のここが聴きたい!! 3月定例会一般質問

堀金認定こども園入園式



平成 29 年  3 月定例会

健康寿命日本一を　  目指して
平成 29 年度一般会計予算総額　　　４１３億7,000万円を可決

　平成 29 年 3月定例会が 2月17日から 3月17
日までの 29日間開催され、平成 29年度予算を含
む議案 44 件、修正案 2件と陳情 2件を審議しま
した。
　平成 29年度一般会計予算の基本方針は、合併
以降、新しいまちづくりを推進するにあたり、新
市としての一体性を確保するとともに、地域の均
衡ある発展と住民福祉の充実を目指しています。

・福祉医療費給付事業 5 億 8,625 万円
・障がい者しゃくなげの湯家族風呂利用補助 59 万円
・入浴料金割引券交付事業 3,960 万円
・予防接種事業 2 億 5,998 万円

など

・母子・子育て相談事業 352 万円
・産後ケア事業 159 万円
・2020 東京オリンピックホストタウン事業 206 万円
・入学準備金貸付制度 7,755 万円
・電子黒板導入・校内放送ネットワーク改修 1,961 万円
・文書館等改修事業 3 億 776 万円
・南部総合公園体育施設建設事業 6,678 万円

など

・荒廃わさび田再生検証事業 200 万円
・制度資金貸付事業 9 億 2,893 万円
・しゃくなげの湯周辺整備事業 3 億 3,993 万円
・産地パワーアップ事業 1,866 万円

など

・まちづくり推進会議の設置 45 万円
・インターネットやコミュニティーFMによる
　　　　　　　　　　  市政情報の発信事業 1,579 万円

など

・福祉避難所備品整備事業 48 万円
・緊急告知機能付き防災ラジオ等導入事業 1,204 万円
・合葬墓造成事業 3,048 万円
・災害対策事業 2,664 万円

など

健康長寿のまちづくり 豊かな人を育むまちづくり

活力あふれるまちづくり

協働によるまちづくりと行政サービスの向上

環境を守り、安全・安心なまちづくり

平成 29年度　主な重点事業
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平成 29年度
一般会計歳入構成比

（百万円未満は端数処理）

平成 29年度
一般会計歳出構成比

（百万円未満は端数処理）

（万円未満切捨）
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平成29年度
使い道
413億
7,000万円

【総務費】
43億 2,700万円（10％）

【民生費】
135億 7,500万円（33％）

【衛生費】
24億 9,300万円（6％）【農林水産業費・商工費】

40億 8,800万円（10％）

【土木費】
52億 400万円（13％）

【教育費】
45億 1,300万円（11％）

【公債費】
53億 6,500万円（13％）

【その他】
18億 500万円（4％）

平成29年度
入るお金
413億
7,000万円

皆さんからの税金
115億8,100万円（28％）

貯金等の繰入金
25億800万円（6％）

使用料・分担金など
29億7,500万円（7％）国の税金から配分されたお金

100億5,000万円（24％）

国と県からの補助金
64億8,100万円（16％）

借りるお金
53億8,500万円（13％）

地方譲与税など
23億9,000万円（6％）

依

存財
源59
％　　自主財源41％

Ĵ ĳ
安曇野市議会だより    第 46号 安曇野市議会だより 第 46号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2017. 5.10 AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2017. 5.10



平成 29 年  3 月定例会

議員発議による平成29年度一般会計予算の修正案
賛成少数で2件とも否決

南部総合公園体育館基本設計に
係わる予算を計上しない修正案

穂高老人保健センター解体工事に
係わる予算を計上しない修正案
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・修正案は、新総合体育館建設を否定
するものではない。市民に必要な施
設が将来の財政に不安を残さないか
再検討が必要というものである。維
持管理費が年間 6,300 万円、返済費
が 5,450 万円で合計 1 億 1,750 万円
を 20 年間負担することになる。ま
た、市長は市民の要望をすべてカ
バーすることはできないと言われ
た。予算の規模を再検討し、基本計
画を見直し、再スタートするべきで
ある。

修
正
理
由　
穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
費
２
４
４
７
万
円
と
関
連
予
算
３
１
４
万
円
は
、
穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー

機
能
を
新
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
に
移
転
で
き
て
い
る
か
の
検
証
が
行
わ
れ
、
必
要
な
対
応
を
と
っ
た
後
で
な
い
と

解
体
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め

・新しゃくなげの湯は、福祉の温泉と
しての機能が移転されたとは言い難
く検証はこれからである。穂高老人
保健センターは、泉質もよく古くて
も銭湯のように利用され喜ばれてき
たので、老人福祉施設としてだけで
はなく、健康増進にどれだけ役立っ
てきたかを検証すべきである。温泉
を活用すると医療費が減少するとの
データもあり、福祉の湯としての事
業が困難なら、民間譲渡などの方法
で施設存続も考えるべきである。

反対の意見 反対の意見

賛成の意見 賛成の意見

南部総合公園体育施設建設事業で6,678万円を計上

入浴料金割引券交付事業で3,960万円を計上

入学準備金貸付制度に7,755万円を計上

　議会では平成 29 年 1 月 20 日に、市長に新総合体育館建設に向けての提言
書を提出し、その中で、事業費総額を 38 億円以内にすることや合併特例債
発行期限内に施設が完成することなどを提言した。

　高齢者等の外出を促して、健康増進と福祉の向上を目的とした事業。対象は
70歳以上の人や一定の障がいを持っている人で、申請が必要。割引券は市に届
け出をした入浴施設で使用ができ、１枚 300円の割引券 24枚分が交付される。

　高校や大学等への入学に必要な費用の支出が困難な家庭に対して、入学準備
金の貸し付けを無利子で行い、未来を担う人材の育成に寄与する制度である。

特別会計・会計名 歳入歳出予算額

国民健康保険特別会計 122億 1,750 万円

後期高齢者医療特別会計 10億 3,960 万円

介護保険特別会計 90億 5,382 万円

上川手山林財産区特別会計 251万円

北の沢山林財産区特別会計 82万円

有明山林財産区特別会計 114万円

富士尾沢山林財産区特別会計 96万円

穂高山林財産区特別会計 148万円

産業団地造成事業特別会計 8,030 万円

観光宿泊施設特別会計 1,620 万円

企業会計・会計名等 歳入歳出予算額

水道事業会計

収益的収入 23億 3,682 万円

収益的支出 20億 　985 万円

資本的収入 2億 4,219 万円

資本的支出 15億 8,186 万円

下水道事業会計

収益的収入 40億 2,977 万円

収益的支出 38億 9,529 万円

資本的収入 10億 7,059 万円

資本的支出 25億 4,917 万円

特別会計予算＆企業会計予算
平成29年度

　＜企業会計とは＞
　運営に必要な経営状況を把握する経理方式で、収益的収入・支出と資
本的収入・支出を分けて会計処理します。収益的収入・支出とは、営業
活動に伴う上下水道料金等による収入と、経費となる支出です。資本的
収入・支出とは、施設を更新するための支出とその財源（工事負担金・
補助金・企業債）になる収入です。

・議会として１月 20 日に市長へ新総
合体育館建設についての提言書を提
出している。当初の建築面積 8,450
㎡を 7,300㎡に減らし、事業費も 38
億円以内になっている。さらに合併
特例債発行期限までに完成するため
には必要な予算である。

・長い間基本計画について検討してき
た。これからは計画に基づく基本設
計を行い、図面を見て次の具体的な
検討に入り、よりよいものにするた
めの議論をすべきである。

・新しゃくなげの湯は、順調ににぎわっ
ている。市民の皆さんと検証を進め、
高齢者や障がいを持つ人の温泉入浴
施設機能や地域交流の場を移行する
方向で決定し、完成した。オープン
後は、穂高老人保健センターは解体
が議決されている。市長は、地元区
や関係者の新しゃくなげの湯オープ
ン後６カ月の穂高老人保健センター
存続の要望を受けて１年間延長し、
地元の人々が主体的に利用してきた。
何年間にもわたり検討・議論をし、
結論を出したことである。

（万円未満切捨）

クローズ
アップ

平成29年
度予算
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平成 29 年  3 月定例会

　一般会計補正予算では、ふるさと寄附返礼品、障がい者支援給付費等の増加見込みに伴う追加補正が
行われました。また、事業費の確定などにより、不用額となる予算などを減額補正した結果、補正予算
額 12億 5,200 万円を減額し、補正後の予算額は 419 億 5,600 万円となりました。

障がい者支援が充実されます ３月定例会で決まりました
クローズ

アップ

クローズアップ

ふるさと
寄附

障がい者支援

　ふるさと寄附返礼品、積立金および基金利子積立等が
増額されました。 ・条例案では、市民が自治に参加するために

必要な住民投票が内容に入っていないので
反対する。

・豊かで活力があり、安心・安全な地域社会
を実現するための基本的なルールを定めた
条例である。条例制定まで 3 年をかけて、
市民ワークショップ・市民会議・検討委員
会を経て完成した条例なので賛成する。

　主には市内に放課後等デイサービスの事業所が４カ所増え
て８カ所となり、利用する障がい児が増えたため増額されま
した。

多くの善意が寄せられました

障がい児通所施設の増加

3億 3,732万円

平成 28年度　安曇野市特別会計・企業会計補正予算

2,347万円

自治基本条例が制定されました！

保育園の建設が始まります！

継続審査になっていた陳情を審議しました

議案第3号
安曇野市自治基本条例

議案第39号
三郷北部保育園建設事業建築主体工事請負契約について　

平成28年　陳情第9号
安曇野市内義務教育課程児童・生徒の多様な教育機会の確保について

契約金額　5億5,620万円

 趣 旨（抜 粋）

条例
制定

契約

陳情
審議

反対の討論

賛成の討論

委員会の審査結果は、義務教育を否定するような民間教育施設についても公的援助をするということか。ま
た、陳情者の施設は義務教育制度を前提とした施設か確認したのか。

・民間教育施設（フリースクールなど）を利用する児童の在籍公立学校の対応に大きな差がある現状に対
して「出席扱いについてのガイドライン」の作成や連携、公的援助の検討を求める。

公的援助の公平性について、どのような議論があったか。

指摘のような議論はなかった。また、委員会として施設の視察は行ったが、確認はしていない。

民間教育施設には市外の子供もいるので、市内の子供だけに支援したのでは不平等さが生じるとの意見が
あった。

問

問

答

答議案第43号　　　教育長の任命につき、橋
は し ど

渡　勝
か つ や

也さんを同意した。
議案第44号　　　人権擁護委員の推薦につき、尾　　鞆

ともかず

一さんを適任とした。
人事案件

特 別 会 計・会 計 名 補正額 補正後の予算額
国民健康保険特別会計（第 2号） △ 3億 3,557 万円 122 億 7,702 万円
後期高齢者医療特別会計（第 2号） △ 912万円 10億 3,928 万円
介護保険特別会計（第 4号） △ 1億 2,556 万円 87億 9,942 万円
富士尾沢山林財産区特別会計（第 1号） △ 7万円 90万円
穂高山林財産区特別会計（第 1号） △ 49万円 99万円

企 業 会 計・会 計 名 等 補正額 補正後の予算額

水道事業会計（第 2号）

収益的収入 638万円 23億 2,748 万円
収益的支出 △ 935万円 20億 7,867 万円
資本的収入 △ 676万円 6,839 万円
資本的支出 △ 3,363 万円 14億 4,745 万円

下水道事業会計（第1号）

収益的収入 1億 3,076 万円 42億 4,187 万円
収益的支出 1,532 万円 39億 6,631 万円
資本的収入 △ 5,830 万円 9億 3,567 万円
資本的支出 △ 7,800 万円 24億 2,303 万円

平成28年度
一般会計補正予算　
（第5号）

主な議案等を紹介します
・全議案の審議の結果
　　   → 8ページ
・議案ごとの賛否
　　   → 9ページ 参照

ুহૄུܖ႕ଷ೰市ྦྷ会議

　૧̱く༐ႛ຦に̽ͩحた̷͊ઘಙ
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可　決

可　決

採　択

（万円未満切捨）

お だ い
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平成 29 年  3 月定例会

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号

地方自治法第 180条の規定による専決
処分の報告について

共同墓地における倒
木事故に関すること

受理

2号 施設事故に関する
こと

3号

自動車事故に関す
ること４号

５号

      総務・財政
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 安曇野市庁舎建設基金条例を廃止する条例

2号 安曇野市税条例等の一部を改正する条例

3号 安曇野市自治基本条例

11号 平成 28年度安曇野市一般会計補正予算（第５号） 可決

22号 平成 29年度安曇野市一般会計予算

35号 和解及び損害賠償の額を定めることについて
（共同墓地における倒木事故に関すること）

      健康・福祉
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

４号 安曇野市高齢者集会施設条例の一部を改正する条例

５号 安曇野市明科総合福祉センター条例の一部を改正する条例

６号 安曇野市保健センター条例の一部を改正する条例

７号 安曇野市介護保険支払準備基金条例の一部を改正する条例

12号 平成 28年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

13号 平成 28年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

14号 平成 28年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第４号）

23号 平成 29年度安曇野市国民健康保険特別会計予算 可決

24号 平成 29年度安曇野市後期高齢者医療特別会計予算

25号 平成 29年度安曇野市介護保険特別会計予算

36号 和解及び損害賠償の額を定めることについて
（自動車事故に関すること）

37号 和解及び損害賠償の額を定めることについて
（旧保育園用地に関すること）

38号 土地の取得について（旧保育園用地）

39号 三郷北部保育園建設事業建築主体工事請負契約について

      建設・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

８号 安曇野市準用河川占用料条例

９号 安曇野市水道事業の設置に関する条例の一部を改正する条例

20号 平成 28年度安曇野市水道事業会計補正予算（第２号）

21号 平成 28年度安曇野市下水道事業会計補正予算（第１号）

33号 平成 29年度安曇野市水道事業会計予算 可決

34号 平成 29年度安曇野市下水道事業会計予算

40号 事務の受託に関する協議について（下水処理に関すること）

41号 市道の廃止について

42号 市道の認定について

      教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

10 号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正に伴う関係
条例の整備に関する条例 可決

      産業・経済・観光
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

15 号 平成 28年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

16号 平成 28年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

17号 平成 28年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

18号 平成 28年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

19号 平成 28年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

26号 平成 29年度安曇野市観光宿泊施設特別会計予算 可決

27号 平成 29年度安曇野市上川手山林財産区特別会計予算

28号 平成 29年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計予算

29号 平成 29年度安曇野市有明山林財産区特別会計予算

30号 平成 29年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計予算

31号 平成 29年度安曇野市穂高山林財産区特別会計予算

32号 平成 29年度安曇野市産業団地造成事業特別会計予算

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

43 号 教育長の任命について 同意

44号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

      修正案
件　　　　　　　名 結果

「議案第 22号　平成 29年度安曇野市一般会計予算」に対する
修正案（民生費関係） 否決「議案第 22号　平成 29年度安曇野市一般会計予算」に対する
修正案（教育費関係）

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

平成28年
9号

安曇野市内義務教育課程児童・生徒の
多様な教育機会の確保について 採択

１号 長峰荘の存続と整備について 継続審査

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

議案等
番号

議案第３号 安曇野市自治基本条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 議

議案第 10号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正
に伴う関係条例の整備に関する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 議

議案第 11号 平成 28年度安曇野市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 22号
修正案

平成 29 年度安曇野市一般会計予算に対する修正
案（民生費関係） × × ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ × × × ○ ○ × × × 議

議案第 22号
修正案

平成 29 年度安曇野市一般会計予算に対する修正
案（教育費関係） × × ○ ○ × × × ○ × × × × × × ○ ○ × × × ○ ○ × × × 議

議案第 22号 平成 29年度安曇野市一般会計予算 ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 議

議案第 23号 平成 29年度安曇野市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

議案第 25号 平成 29年度安曇野市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議

平成28年
陳情第 9号

安曇野市内義務教育課程児童・生徒の多様な教育
機会の確保について ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × 議
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賛否が分かれた議案等
○：賛成　　×：反対　　議：議長（可否同数以外採決に加わらない）

議員名

議案名

      

     

      

第４回

安曇野市議会報告会
～平成29 年 3 月定例会の報告を行います～

開催日：5月28日（日）
◆会場および開催時間
明科公民館2階　　　講義室　　　　午後2時から午後4時
堀金公民館3階　　　会議室１　　　午後2時から午後4時
安曇野市役所4階　　大会議室　　　午後7時から午後9時

＜　内容　＞
・平成29年度予算などの議案審議について
・常任委員会から委員会審査について
・3月定例会の報告を中心に、ご意見を伺います

皆さんのご参加をお待ちしていますす
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常任委員会報告

総務
環境

福祉
教育

　総務環境委員会では付託された 6件の議案を 2月 22日と 3月 8日に審
査しました。その中から主な議案等について紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　  議案名や本議会での議決結果等→

　福祉教育委員会では付託された 16 件の議案と1件の陳情を 2月 22日
と 3月9日に審査しました。その中から主な議案等について紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　 議案名や本議会での議決結果等→

市における自治基本条例とは。

保育士の採用に応募がなく 11 人分の賃金 2,700 万円の減額という補正だが、保育現場は保育士不足で子供た
ちの育成に支障が出ているのではないか。

市における自治の基本理念および市政の基本原則を明らかにするとともに、地方自治の本旨である「団体自
治」および市民の意思と責任による市政や、まちづくりへの主体的な参画の機会の確保などの「住民自治」
の拡充、市民、市議会および市の執行機関の役割および責任等の他、協働に関する基本的な事項について定
めている条例である。

これまでクラスを持たなかった主任保育士のうち、5人をクラス担任と兼務にするなどして、保育士不足を
しのいでいる。非正規職員と正規職員とは給料面では相当差があるのでなかなか応募がなく、その点では平
成 28 年度より平成 29 年度はもっと深刻な状況である。

議案第 3号

安曇野市自治基本条例 4月 1日から施行
議案第 11号

保育士の賃金 2,700 万円等が減額
　自治基本条例は、住民自治に基づく自治体運営の基本原則を定めた条例で、「自治体
の憲法」とも言われる。この条例は、市民ワークショップやアンケート調査とともに、
有識者による安曇野市自治基本条例制定市民会議や検討委員会で 3年間にわたり検討を
重ねて策定され、3月定例会で審査した。

　平成 28年度安曇野市一般会計補正予算（第 5号）のうち、福祉教育委員会所管の補
正予算を審査した。

問

問

答

答

議案第 22号

総務環境委員会所管の当初予算 114 億 3,600 万円
平成 28年　陳情第 9号

安曇野市内義務教育課程児童・生徒の多様な
教育機会の確保について 総務費 43億 2,700 万円、議会・消防費 16億 8,300 万円、公債費 53億 6,500 万円など。
公立学校と民間教育施設（フリースクールなど）との連携強化等を求める陳情。

議案第 22号

福祉教育委員会所管の当初予算 205 億 8,200 万円
民生費 135億 7,500 万円、教育費 45億 1,300 万円など。

・自主財源確保と言いながら、足りない財源を基金か
らの繰り入れと臨時財政対策債などの市債発行で補
う予算編成であり、市の財政は健全とは思わない。
・マイナンバーは制度や機能に問題がある。市のカー
ド交付状況などの割合が低く、市民の理解が得られ
ているとは思えない。市民は拒否反応していると思
うため反対する。

・小中学校一貫してフリースクールがあればいいが、
小学校はフリースクールで中学校は公立校へ通うこ
とになると、違う環境でなじめるのか不安が残る。
これからの多様な学びという点では考えていかねば
ならないが、現行の学校制度の中では、親の思いで
フリースクールを選択することへの疑問が残るので
反対する。

・健康を守る、子供たちの育ちを保障する等の観点か
ら、経験を積んだ専門職が必要で、重点的な配置を
行うべき。介護対策費関連では、現実に通所の介護
施設が閉鎖に追い込まれていることから、介護保険
制度そのものに大きな矛盾、問題があることは間違
いない。新総合体育館建設については、身の丈に合っ
たものにしていくべきである。市の施策や予算編成
とその執行について課題が多いので反対する。

・平成 34 年までは厳しい状況だが、財政のやりくり
の中で対応できる財政計画である。市の将来に向け
ての予算であり、施策を粛

しゅくしゅく

々と執行してほしい。
・マイナンバー制度は、国で決まった制度を施行して
いるもので、市だけが従わないわけにはいかない。
市として対応しなければならない制度であるため賛
成する。

・現状では義務教育になじめず不登校になる子供が多
いことから、多様な教育機会を確保し、大人の側か
らの幅広い視点でも子供を見ていくことが必要。市
内のフリースクールと公立小中学校との連携が良好
なところと、そうでないところがあるという現実的
な問題をとらえ、子供の立場に立って必要な項目に
ついての陳情なので賛成する。

・新規の事業や様々な市民サービスも拡充され、不
十分な点は継続的に努力してきた結果としての今回
の予算であることと、新総合体育館建設については
限られた条件の中で達成できるという前提で賛成す
る。

反対の意見反対の意見

反対の意見

賛成の意見賛成の意見

賛成の意見
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常任委員会報告

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

問 
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繰
り
入
れ
に
頼
ら
ず
、
一

般
財
源
の
範
囲
で
予
算
編
成
を
す
る
と

い
う
手
法
か
ら
考
え
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ

改
善
の
余
地
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る
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。
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緊
急
時
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ど
の
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と
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、
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調
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て
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は
重
要

な
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。
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。
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サ
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康
増
進
を

図
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
日
本
一
の
ま

ち
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
た
い
。
多
く
の

皆
さ
ん
に
自
転
車
道
を
活
用
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
県
や
市
の
観
光
協
会
と
も

連
携
を
図
り
、
観
光
振
興
や
経
済
活
動

に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問 

６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
拾
ケ
堰
の
記

念
行
事
の
前
に
、
安
曇
野
建
設
事
務
所

や
安
曇
野
警
察
署
等
を
含
め
た
関
係
機

示
し
、
施
設
利
用
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
結
論
を
得
た
施
設
か
ら
順
次
、
実

行
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
長
峰
荘
は
、

譲
渡
ま
た
は
廃
止
の
方
向
で
慎
重
に
検

討
す
べ
き
課
題
と
捉と

ら

え
て
い
る
。

問 

合
併
し
て
12
年
、
安
曇
野
は
一
つ
と
の

理
念
か
ら
し
て
、
未い

ま

だ
に
水
道
料
金
が

統
一
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答 

水
道
事
業
の
経
営
も
一
つ
と
い
う
考
え

の
も
と
に
、
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
を

行
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
納
得
で
き

る
料
金
体
系
を
構
築
し
た
い
。

関
と
協
議
し
、
早
急
に
安
全
環
境
と
案

内
表
示
板
等
を
整
備
す
べ
き
で
は
。

答 

安
全
な
利
用
環
境
の
整
備
に
は
、
道
路

管
理
者
や
関
係
機
関
と
の
連
携
が
必
要

で
あ
る
。
路
面
表
示
や
安
全
施
設
の
設

置
は
、
安
曇
野
建
設
事
務
所
が
記
念
行

事
の
時
期
ま
で
に
整
備
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
と
の
こ
と
。
市
の
管
理
し
て
い

る
ト
イ
レ
・
公
園
等
へ
の
案
内
表
示
は
、

利
用
の
促
進
や
安
全
面
か
ら
も
大
切
で

あ
り
、
自
転
車
道
を
管
理
す
る
安
曇
野

建
設
事
務
所
と
協
議
し
て
対
応
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
外
国
人
観
光
客
の
対
応
に
つ
い
て

〇
無
年
金
者
の
救
済
対
策
に
つ
い
て

あ
づ
み
野
や
ま
び
こ
自
転

車
道
の
安
全
環
境
対
策
を

平
成
29
年
度
の
施
策
展
開

（
政
策
・
財
政
）
を
伺
う

信誠会
山田 幸与

信誠会
一志 信一郎

ોള͘た͉෱গ̦࠿൦さ̞ͦ̀る
　　  ȶ̻͘づくり会܁ȷ（ཅش）

　経済建設委員会では付託された 23件の議案と1件の陳情を2月22日と
3月10日に審査しました。その中から主な議案等について紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　 議案名や本議会での議決結果等→

あくまでも事業の統合に関わる条例の改正か。また料金統一については、地域間の不公平感をなくすのが基
本だと思うが考えは。

諸事情があり、今回は事業統合と料金統合の時期が一致できず、事業統合が先行する形になった。今後料金
統一に向けて努力をしていく。

・立地適正化計画について、居住誘導地域に人口が集
中するということがあれば、その他の地域には人口
の空白地域、過疎地域というものが出てくるのでは
ないか。そこの国土の保全をどうしていくのかとい
う懸念があるので反対する。

・陳情者から意見を聞き、また、商工観光部から長
峰荘の現況について説明を受けた。経営内容と収支
等まだまだ委員会で十分な検討をしていないことか
ら、もうしばらく時間をかけて検討する必要がある
ので継続審査としたい。

・明科駅前のコンパクトシティー化にあたり、機能集
約しようという計画を具体的に進めるためには立地
適正化計画が必要。人口が減っていく社会に適合し
た機能を持つ地域を目指して、早めに計画を作って
いく必要があるので賛成する。

反対の意見

審査を継続したいという意見

賛成の意見

議案第 9号

4 つの水道事業を「安曇野市水道事業」に統合することに

議案第 22号

経済建設委員会所管の当初予算 93億 5,200 万円

陳情第 1号

長峰荘の存続と整備について

事業統合に係る条例の改正を審査した。

農林水産業費 20億 5,400 万円、商工費 20億 3,400 万円、土木費 52億 400 万円など。

　老朽化著しい施設だが、地域の交流、きずなづくりの場として利用されている。今後
も存続と施設整備を望むという陳情を審査した。

問

答

一 般 質 問

経済
建設

早
急
に
水
道
料
金
の
統
一
を

長༰௝（ྶش地域）

̜づ͙野や͍̭͘ুഢ৬ൽ
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3月
定例会 市政のここが聴きたい!!

問 

平
成
29
年
度
予
算
と
健
全
財
政
・
市
民

の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
市
内
企
業
の
厳

し
い
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
法
人
・
市

民
税
を
ど
う
増
や
し
、
自
主
財
源
を
確

保
す
る
の
か
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
で

８
７
０
億
円
あ
る
起
債
を
ど
う
す
る
か
。

答 

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
第
一
に

予
算
編
成
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
だ

が
、
産
業
振
興
や
企
業
誘
致
、
市
税
の

徴
収
努
力
な
ど
で
自
主
財
源
確
保
に
努

め
る
。
平
成
27
年
度
の
健
全
化
判
断

比
率
で
は
公
債
費
の
83
％
が
交
付
税
で

補ほ
て
ん填

さ
れ
る
と
い
う
結
果
。
今
後
も
必

要
な
施
設
整
備
財
源
と
し
て
活
用
す
る
。

問 

市
は
こ
れ
を
ど
う
活
か
す
の
か
。

答 

観
光
や
地
域
振
興
、
教
育
等
に
活
か
し
、

誇
り
と
し
て
後
世
に
継
承
す
る
。
拾
ヶ

堰
は
検
討
部
会
を
立
ち
上
げ
た
い
。

問 

市
長
は
、
憲
法
の
３
原
則
を
守
り
、
特

定
秘
密
保
護
法
、
安
保
法
制
、
緊
急
事

問 

平
成
28
年
12
月
定
例
会
で
穂
高
老
人
保

健
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
を

可
決
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
業

は
保
健
福
祉
事
業
で
あ
り
、
廃
止
す
る

理
由
は
な
く
、
福
祉
の
後
退
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答 

穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
は
12
月
定
例
会
で
決
着
済
み

で
、
新
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
が
で
き
た
こ

と
で
１
年
後
に
穂
高
老
人
保
健
セ
ン

タ
ー
を
閉
め
る
こ
と
に
理
解
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー

の
平
成
28
年
度
収
支
は
２
０
０
０
万
円

強
の
支
出
超
過
の
見
込
み
で
あ
る
。
新

年
度
新
規
事
業
で
入
浴
料
金
３
０
０
円

割
引
券
を
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
24
枚

交
付
し
、
外
出
を
促
す
こ
と
で
健
康
増

進
と
福
祉
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
の
で
、

福
祉
の
後
退
と
は
考
え
な
い
。
穂
高
老

人
保
健
セ
ン
タ
ー
を
引
き
受
け
て
く
れ

る
譲
渡
先
を
探
し
て
も
ら
え
れ
ば
譲
り

た
い
と
思
う
。

問  

条
例
の
廃
止
を
撤
回
す
る
こ
と
は
、
今

で
も
で
き
る
。
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
は

地
方
自
治
法
で
行
政
が
提
供
す
る
サ
ー

問 

市
で
は
中
学
３
年
生
ま
で
医
療
費
を
無

料
に
し
て
い
る
が
、
か
か
っ
た
医
療
費

を
保
護
者
が
い
っ
た
ん
支
払
い
、
手
数

料
を
差
し
引
い
た
金
額
が
後
で
戻
っ
て

く
る
。
国
は
窓
口
無
料
化
に
向
け
て
検

討
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
対
象
を
未
就

学
児
ま
で
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

長
野
県
と
各
市
町
村
も
検
討
に
入
る
と

の
こ
と
だ
が
、
国
の
対
象
外
と
な
る
小

学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
も
、

市
で
は
窓
口
で
の
負
担
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

答 

県
か
ら
意
向
調
査
が
あ
り
、
市
と
し
て

は
、
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
対
象
を
拡
大
し
、
手
数
料
に
つ
い
て

は
現
行
制
度
を
維
持
し
た
い
と
回
答
し

た
。
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

問 

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛も

う
い威

を
ふ

る
っ
た
。
で
き
る
だ
け
か
か
ら
な
い
一

番
の
方
法
は
予
防
接
種
で
あ
る
。
予
防

接
種
を
す
る
と
抗
体
が
で
き
、
発
症
を

問 

現
在
積
み
立
て
て
い
る
基
金
は
条
例
に

よ
っ
て
他
へ
の
流
用
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
余
っ

た
場
合
や
、
社
会
情
勢
に
よ
っ
て
基
金

を
積
み
立
て
る
必
要
性
が
な
く
な
っ
た

場
合
の
処
理
は
ど
う
す
る
の
か
。

答 

基
金
に
残
金
が
生
じ
た
場
合
は
、
予
算

の
議
決
を
経
て
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ

る
。
社
会
情
勢
等
で
当
初
の
目
的
が
変

更
に
な
る
場
合
は
、
基
金
の
廃
止
を
含

め
て
整
理
統
合
し
た
上
、
条
例
の
改
正

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
も
議
会
の
議
決

事
項
と
な
る
。

問 

公
共
施
設
整
備
基
金
は
、
合
併
前
の
旧

町
村
か
ら
持
ち
寄
ら
れ
て
い
る
が
、
５

町
村
で
多
い
少
な
い
が
あ
る
。
こ
の
使

い
道
は
、
合
併
後
10
年
以
上
た
っ
た
今

も
、
そ
の
数
字
を
考
慮
し
て
使
う
の
か
。

答 

基
金
の
設
置
目
的
に
鑑

か
ん
が

み
て
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
推
進

に
向
け
た
事
業
へ
の
活
用
を
図
る
た
め
、

地
域
は
考
慮
せ
ず
使
用
す
る
。

問 

三
郷
地
域
の
温
・
明
盛
圃ほ

場
整
備
事
業

の
整
理
に
つ
い
て
、
多
額
の
積
立
金
が

あ
る
と
聞
く
が
、
そ
の
整
理
は
ど
こ
が

態
法
の
制
定
は
許
さ
な
い
立
場
で
来
た
。

今
国
会
提
出
の
共
謀
罪
へ
の
見
解
は
。

答 

憲
法
の
３
原
則
に
触
れ
る
懸
念
が
あ
る
。

市
民
の
基
本
的
人
権
が
な
い
が
し
ろ
に

な
ら
な
い
よ
う
、
国
が
慎
重
審
議
し
て

国
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
。

問 

地
下
水
利
用
者
に
協
力
金
、
分
担
金
を
。

答 

新
組
織
を
つ
く
り
、
平
成
30
年
度
ま
で

に
ル
ー
ル
を
確
立
し
、
費
用
負
担
に
つ

い
て
も
、
平
成
32
年
を
目
途
と
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
農
業
・
農
村
振
興
条
例
の
存
続
と
特

　

産
物
で
「
儲も

う

か
る
農
業
」
を

ビ
ス
（
役
務
の
提
供
）
で
あ
る
。
穂
高

老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
は
低
料
金
で
利
用

で
き
て
い
る
が
、
新
し
ゃ
く
な
げ
の
湯

は
低
料
金
で
は
利
用
で
き
な
い
。
高
齢

者
人
口
が
増
え
る
中
で
、
入
浴
施
設
の

縮
小
は
明
ら
か
な
福
祉
の
後
退
で
は
な

い
か
。

答 

穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
棟
は

40
年
以
上
経
過
し
、
建
て
替
え
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
。
漏
水
や
ボ
イ
ラ
ー
交

換
な
ど
の
修
理
費
も
か
さ
ん
で
き
て
い

る
。
区
長
の
皆
さ
ん
の
理
解
も
得
て
、

新
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
を
活
用
し
て
も
ら

う
こ
と
で
廃
止
の
判
断
を
し
た
。

50
〜
60
％
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
生
後
６
カ
月
か
ら
13
歳
未
満

の
子
ど
も
は
抗
体
が
つ
き
に
く
い
た
め
、

２
回
の
接
種
が
必
要
と
な
る
。
２
回
受

け
る
と
６
０
０
０
円
か
ら
７
０
０
０
円

か
か
る
た
め
、
少
し
で
も
助
成
し
て
ほ

し
い
と
の
声
が
あ
る
。
子
ど
も
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
に
助

成
を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

答 

任
意
接
種
の
観
点
か
ら
、
現
時
点
で
は

独
自
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業

○
市
役
所
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答 

圃
場
整
備
は
受
益
者
の
負
担
に
よ
り
事

業
が
な
さ
れ
る
。
高
額
の
事
業
な
の
で
、

い
っ
た
ん
借
り
入
れ
を
し
た
の
ち
受
益

者
か
ら
借
入
金
を
返
済
し
て
も
ら
う
。

圃
場
整
備
事
業
実
施
中
は
も
と
よ
り
、

借
入
金
返
済
事
務
が
終
了
す
る
ま
で
行

政
が
事
務
局
を
担
当
し
て
い
た
。
返
済

事
務
は
完
了
し
、
現
在
積
立
金
と
し
て

市
で
保
管
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

地
元
役
員
と
関
係
土
地
改
良
区
と
協
議

し
て
い
く
。

問 

役
員
の
皆
さ
ん
も
高
齢
に
な
る
の
で
早

急
に
願
い
た
い
。

答 

対
応
策
を
さ
ら
に
検
討
す
る
。

子
ど
も
医
療
費

窓
口
無
料
化
に
向
け
て

基
金
や
積
立
金
の

適
正
な
運
用
を
望
む

自
主
財
源
確
保
で

自
立
す
る
安
曇
野
市
政
を

ା๵ۖၭ̱たأȆྶେ༚ા

世̥ٮん̦̞ঔ୭֒ॲȶਚΉ׭ȷのಱ

穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
は

存
続
す
べ
き
で
は

日本共産党
安曇野市議団

松澤 好哲

民心・
無所属の会

荻原 勝昭

公明党
中村 今朝子

公明党
小松 芳樹

一 般 質 問

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

拾
ケ
堰
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
登
録

と
安
曇
平
の
お
船
祭
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

安
倍
政
権
と
平
和
の
在
り
方

地
下
水
利
用
と
財
政
ビ
ジ
ョ
ン
は

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
に
助
成
を

༠ࣞჇ૽༗࠲ΓϋΗȜ
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※
３
割
自
治
体
と
は
・
・
・
全
体
の
歳
入
合
計
に
対
す
る
地
方
税
の
割
合
が
３
割
余
り
で
あ
り
、
残
り
の
７
割
近
く
を
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
金
に
頼
っ
て
い
る
自
治
体
の
こ
と
。

3月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

問 

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
合
わ
せ
、
保

育
所
保
育
指
針
に
国
旗
国
歌
に
親
し
む

事
項
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
れ
は
森
友

学
園
の
塚
本
幼
稚
園
の
よ
う
な
こ
と
だ
。

今
回
の
保
育
指
針
を
ど
う
考
え
る
か
。

答 

戦
前
に
回
帰
す
る
よ
う
な
幼
児
期
の
教

育
・
保
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

問 

平
成
29
年
度
予
算
は
ど
の
よ
う
な
予
算

か
。

答 

平
成
29
年
度
は
健
康
長
寿
・
子
育
て
支

援
な
ど
重
点
施
策
の
充
実
を
図
っ
た
。

財
政
調
整
基
金
を
崩
し
て
歳
入
を
上
回

る
予
算
編
成
は
好
ま
し
く
な
い
。
投
資

的
事
業
は
減
っ
て
い
く
。

問 

南
ス
ー
ダ
ン
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
国
連
平
和
維

持
活
動
）
で
は
戦
闘
の
日
報
が
存
在
し

た
。
自
衛
隊
員
の
命
が
奪
わ
れ
る
前
に

撤
退
を
呼
び
か
け
た
ら
ど
う
か
。

答 

私
は
平
和
憲
法
の
精
神
を
堅
持
す
る
立

場
で
あ
る
。
国
は
国
民
の
不
信
や
不
安

問 

昭
和
20
年
、
28
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
り

黒
沢
川
は
増
水
し
、
多
く
の
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
30
年
に
一
度
の
洪
水
確
率

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
黒
沢

川
の
整
備
は
緊
急
課
題
だ
が
。

答 

平
成
29
年
度
は
調
節
池
の
構
造
検
討
に

入
り
、
模
型
実
験
や
詳
細
設
計
を
経
て

数
年
後
に
着
工
。
続
い
て
あ
づ
み
野
排

水
路
と
接
続
、
千
国
橋
か
ら
真
々
部
山

道
橋
ま
で
の
護
岸
を
整
備
す
る
計
画
。

事
業
完
成
に
向
け
県
に
要
望
し
て
い
く
。

問 

全
職
員
対
象
の
人
事
評
価
制
度
導
入
の

狙
い
や
期
待
す
る
成
果
は
。

答 

こ
の
制
度
は
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
た
め
に
組
織
全
体
の
士
気
高
揚

と
職
員
の
や
る
気
を
引
き
出
し
、
能
力

開
発
や
人
材
育
成
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
す
る
。
組
織
方
針
を
職
員
に
浸
透
さ

せ
て
目
標
の
共
有
化
を
図
り
、
組
織
の

目
標
達
成
と
活
性
化
を
期
待
し
て
い
る
。

問 

職
員
の
や
る
気
を
引
き
出
し
活
気
あ
る

職
場
形
成
の
表
彰
制
度
と
実
績
は
。

答 

職
員
表
彰
規
程
と
職
員
知
恵
袋
規
程
だ

問 

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
医
療
・

介
護
費
用
が
増
加
し
、
市
は
平
成
37

年
度
の
介
護
保
険
料
月
額
基
準
額
を

７
８
０
０
円
と
推
計
し
て
い
る
。
そ
の

時
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

答 

現
在
の
負
担
割
合
で
推
計
す
る
と
、

14
億
１
６
５
３
万
円
ほ
ど
に
な
る
。

問 

介
護
保
険
と
同
じ
伸
び
率
で
国
民
健
康

保
険
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
平
成
37
年
度
繰
出
金
を
試
算
す

る
と
25
億
５
０
０
０
万
円
と
な
り
、
平

成
29
年
度
か
ら
５
億
円
も
増
加
す
る
。

そ
こ
で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
医

療
・
介
護
費
用
の
増
加
を
抑
制
す
る
た

め
、
市
民
の
健
康
増
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、
民
間
企
業
が
実
施
し
て
い
る
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
導
入
し
、
ポ
イ
ン
ト
を

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
交
換
で
き
る
動
機

付
け
の
施
策
を
提
案
す
る
。

答 

保
健
医
療
部
と
教
育
部
が
連
携
し
て
引

き
続
き
検
討
す
る
。
多
角
的
な
取
り
組

み
が
必
要
に
な
れ
ば
政
策
部
も
関
わ
る

よ
う
に
指
示
し
た
い
。

問 

胃
が
ん
は
ピ
ロ
リ
菌
が
主
な
原
因
で
あ

り
、
早
期
発
見
で
ほ
ぼ
１
０
０
％
助
か

る
が
ん
と
い
わ
れ
て
い
る
。
胃
が
ん
対

策
に
つ
い
て
、
市
の
現
状
を
伺
う
。

答 

１
年
間
で
約
40
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
。
35
歳
以
上
の
人
に
バ
リ
ウ
ム
検
査

を
行
っ
て
い
る
が
、
他
の
が
ん
検
診
に

比
べ
受
診
者
数
が
伸
び
て
い
な
い
た
め
、

有
効
な
検
診
方
法
を
検
討
す
る
。

問 

昔
は
、
井
戸
水
を
飲
む
な
ど
し
て
感
染

し
て
き
た
。
中
高
年
者
は
、
除
菌
に
成

功
し
て
も
、
ピ
ロ
リ
菌
が
長
年
活
動
し

た
こ
と
に
よ
り
、
粘
膜
が
萎い

し
ゅ
く縮

し
て
胃

が
ん
の
リ
ス
ク
が
残
る
と
い
う
が
、
検

査
の
必
要
性
は
。

答 

定
期
的
な
検
査
は
必
要
。
検
診
に
つ
な

が
る
よ
う
に
周
知
す
る
。

問 

ピ
ロ
リ
菌
は
ゲ
ッ
プ
を
す
る
と
口
ま
で

上
が
っ
て
く
る
た
め
、
箸
や
コ
ッ
プ
等

か
ら
免
疫
の
な
い
乳
幼
児
に
感
染
す
る

と
い
う
が
、
乳
幼
児
の
対
策
に
つ
い
て
、

予
防
策
と
し
て
の
周
知
は
。

答 

離
乳
食
教
室
等
で
周
知
す
る
。

問 

他
県
の
中
学
校
の
健
康
診
断
で
は
、
尿

検
査
で
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
と
こ
ろ

を
取
り
除
く
よ
う
慎
重
な
対
応
を
し
て

ほ
し
い
。

問 

性
同
一
性
障
害
に
係
る
児
童
・
生
徒
や

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
、
性
的
指
向
や

「
性
」
に
違
和
感
を
持
つ
人
が
感
じ
て
い

る
生
き
づ
ら
さ
へ
の
対
応
は
。

答 
人
権
教
育
の
大
切
な
課
題
。
生
き
づ
ら

さ
の
解
消
に
向
け
、
全
国
的
な
動
向
を

踏
ま
え
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
就
学
援
助
の
前
倒
し
に
修
学
旅
行
費

　

も
含
め
、
給
食
費
の
助
成
を

〇
国
保
加
入
一
世
帯
あ
た
り
、
国
保
税

　

１
万
円
の
引
き
下
げ
を

け
で
、
こ
こ
２
年
間
実
績
は
な
い
。

問 

平
成
28
年
度
実
施
計
画
公
表
様
式
の
見

直
し
お
よ
び
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
と
は
。

答 

予
算
事
業
と
計
画
事
業
の
整
合
性
を
図

る
た
め
、
実
施
計
画
の
各
事
業
内
容
を

見
直
し
分
か
り
や
す
く
表
示
し
た
。
今

後
の
事
業
拡
大
や
継
続
、
廃
止
の
判
断

が
し
や
す
く
な
る
。

問 

支
所
と
公
民
館
機
能
併
用
の
検
証
と
将

来
に
向
け
て
の
支
所
の
在
り
方
は
。

答 

本
庁
舎
建
設
に
よ
り
支
所
の
利
用
は
減

少
傾
向
。
地
域
に
熟
知
し
た
職
員
配
置

に
よ
り
、
地
域
の
拠
点
づ
く
り
と
市
民

ニ
ー
ズ
を
模
索
し
て
い
く
。

問 

市
の
予
算
を
、
歳
入
は
自
主
財
源
と
依

存
財
源
に
分
け
、
歳
出
は
性
質
別
に
分

類
し
た
の
が
左
の
図
表
で
あ
る
。
安
曇

野
市
は
市
税
等
自
主
財
源
が
少
な
い※

３

割
自
治
体
で
あ
り
、
自
主
財
源
で
義
務

的
経
費
を
賄
え
る
よ
う
な
施
策
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
借
入
金
の
返

済
が
問
題
に
な
る
が
、
公
債
費
の
返
済

財
源
に
つ
い
て
、
地
方
交
付
税
の
充
当

割
合
を
伺
う
。

答 

有
利
な
起
債
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い

の
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
34
年
度
ま
で

交
付
税
算
入
率
を
83
％
と
推
計
し
た
。

も
あ
る
。
若
い
と
き
に
除
菌
す
れ
ば
効

果
が
大
き
い
と
考
え
る
が
、
若
年
層
へ

の
対
策
は
。

答 

若
年
者
健
診
等
で
周
知
す
る
。

問 

ピ
ロ
リ
菌
が
い
て
も
粘
膜
が
萎
縮
し
な

け
れ
ば
胃
が
ん
に
な
ら
な
い
が
、
萎
縮

度
と
セ
ッ
ト
で
リ
ス
ク
の
有
無
を
血
液

で
調
べ
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

新
た
な
検
診
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

問 

乳
が
ん
検
診
で
、
乳
腺
濃
度
が
高
い
と

画
像
で
は
白
く
な
り
、
腫
瘍
の
判
別
が

困
難
。
再
受
診
の
勧
奨
は
。

答 

再
受
診
に
つ
な
げ
、
受
診
率
の
確
認
も

し
て
い
る
。
県
平
均
に
比
べ
、
発
見
率
、

精
度
共
に
高
い
検
診
で
あ
る
。

健
康
増
進
を
目
指
す
健
康

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
を

が
ん
対
策
の
推
進
を

戦
前
回
帰
の
幼
児
保
育
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い

集
中
豪
雨
対
策
「
黒
沢
川

治
水
事
業
整
備
状
況
」
は

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

信誠会
小松 洋一郎

信誠会
竹内 秀太郎

公明党
藤原 陽子

઎和 Ĳĵ ාు঱ਫ਼໓ࠊ（୼ષࣽಱఊ჊ৢ૯集͢り）
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将
来
負
担
を
考
え
た
予
算
編
成
を

多
様
性
を
認
め
る
社
会
に
戦
争
な
し

職
場
の
活
性
化
と
行
政
改
革
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
予
算
と
課
題

市　
　

税

諸
収
入
他

地
方

　

交
付
税

国
県

支
出
金
等

市　
　

債

そ 

の 

他

繰
入
金
等

人 

件 

費

扶 

助 

費

公 

債 

費

繰 

出 

金

物 

件 

費

普
通
建
設

　

事
業
費

補
助
費
等

そ 

の 

他

28.0     　 6.2  7.0      24.3    　　  15.7  　13.0  5.8

13.6     12.8    13.0     10.7     17.3        15.0    13.4   4.2

単位 :％

自主財源  41.2％

義務的経費
39.4％ その他経費  60.6％

依存財源  58.8％

歳     

入

歳     

出
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3月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

問 

松
く
い
虫
の
被
害
状
況
と
対
策
は
。

答 

被
害
状
況
は
、
平
成
28
年
12
月
末
現
在

で
前
年
比
96
％
で
高
止
ま
り
傾
向
。
平

成
28
年
度
新
た
な
補
助
事
業
と
し
て
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
保
全
対
策
事
業
が
創
設
さ

れ
、
国
道
・
県
道
沿
線
の
枯こ

そ
ん
ぼ
く

損
木
処
理

を
実
施
。
個
人
宅
や
神
社
の
松
は
、予
防
・

駆
除
対
策
経
費
の
補
助
金
交
付
を
実
施

し
、
今
後
も
継
続
予
定
で
あ
る
。

問 

神
社
・
共
同
墓
地
等
は
処
理
本
数
が
多

く
費
用
負
担
も
大
き
い
。
補
助
率
か
限

度
額
を
上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

答 

①
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
の
適
用
区
域

外
。
②
市
の
伐
倒
駆
除
補
助
制
度
は
周

辺
自
治
体
に
先
駆
け
て
実
施
。
③
創
設

時
の
限
度
額
10
万
円
を
平
成
28
年
度
、

20
万
円
に
引
き
上
げ
た
。
以
上
の
理
由

で
現
行
制
度
を
維
持
し
た
い
。

問 

東
山
・
西
山
松
く
い
虫
被
害
対
策
協
議

会
の
委
員
の
構
成
や
活
動
状
況
は
。

答 

防
除
法
に
よ
り
、
被
害
対
策
を
実
施
し

て
い
る
山
林
に
隣
接
す
る
区
や
関
連
団

体
で
構
成
さ
れ
、
実
施
計
画
や
対
策
方

針
等
を
協
議
し
て
い
る
。

問 

県
森
連
中
信
木
材
セ
ン
タ
ー
と
三
郷
地

問 

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
田
沢
駅
周
辺
地
域
は
安

曇
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
近
く
、
極

め
て
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
と
こ
ろ
だ
。

市
の
新
た
な
工
業
団
地
計
画
を
聞
く
。

答 

雇
用
創
出
の
観
点
か
ら
も
推
進
し
、
実

現
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

施
策
の
一
つ
。
新
た
な
工
業
団
地
を
確

保
す
る
見
通
し
が
立
て
ば
、
企
業
進
出

に
向
け
た
施
策
の
展
開
も
現
実
的
に
は

可
能
だ
が
、
農
地
法
、
か
ん
が
い
排
水

事
業
の
受
益
地
等
の
問
題
が
あ
る
。
今

後
も
工
業
団
地
造
成
に
向
け
、
物
流
や

環
境
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
、
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問 

田
沢
駅
は
１
駅
８
分
で
松
本
駅
に
行
け

る
。
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
た
め
に

田
沢
駅
前
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答 

Ｊ
Ｒ
２
路
線
11
駅
の
利
用
実
態
や
特
色

を
踏
ま
え
、
策
定
し
て
い
る
立
地
適
正

化
計
画
に
合
わ
せ
て
ま
と
め
る
。

問 

田
沢
地
域
に
は
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

豊
科
事
業
所
が
あ
る
。
安
曇
野
市
は
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
に
認
証
登
録
を
さ
れ

た
。
エ
プ
ソ
ン
の
画
期
的
な
エ
コ
ロ
ジ
ー

製
品
「
ペ
ー
パ
ー
ラ
ボ
」（
世
界
初
乾
式

問 

市
に
は
公
認
陸
上
競
技
場
が
な
く
、
大

会
を
目
指
す
小
・
中
・
高
校
陸
上
部
は
、

専
用
の
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
る
隣
の
松
本
市

ま
で
出
か
け
て
練
習
し
て
い
る
。
父
母

が
送
り
迎
え
を
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
現
状
か
ら
、
練
習
用
ト
ラ
ッ
ク
が
必

要
と
考
え
る
が
。

答 

公
認
陸
上
競
技
場
は
、
建
設
費
用
と
維

持
管
理
費
の
負
担
が
大
き
く
、
整
備
は

困
難
。
公
式
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
計
画

で
は
、
既
存
施
設
の
拡
張
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
拠
点
化
整
備
に
合
わ
せ
て
考
え
る
。

問 

市
に
は
豊
科
南
部
総
合
公
園
が
あ
り
、

芝
生
を
一
部
利
用
し
て
コ
ー
ス
を
造
る

こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
。
費
用
も
多
額

に
か
け
な
く
て
も
で
き
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

答 
市
内
に
２
カ
所
程
度
ス
ポ
ー
ツ
振
興
拠

点
を
形
成
し
、
拠
点
候
補
の
１
カ
所
は

豊
科
南
部
総
合
公
園
を
想
定
し
て
い
る

が
、
既
存
の
公
園
機
能
を
損
な
わ
な
い

よ
う
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

問 

誰
も
が
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た

め
に
も
、
こ
の
施
設
は
必
要
な
施
設
で

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問 

市
は
総
合
戦
略
の
重
点
施
策
の
一
つ
と

し
て
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
た
め
、

安
曇
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
開

発
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
事
業
は

「
南
花け

み

だ
見
田
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
民

間
の
事
業
検
討
パ
ー
ト
ナ
ー
で
進
め
る

と
い
う
が
、
行
政
と
し
て
は
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

答 

市
は
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
を
産
業
振

興
、
雇
用
創
出
の
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
て
き
た
。
行
政
が
企
業
な
ど
を
誘
致

し
た
場
合
、
そ
れ
が
成
功
し
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
不
確
か

で
、
計
画
の
頓と

ん
ざ挫

、
事
業
閉
鎖
な
ど
に

よ
る
影
響
等
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
は

避
け
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。「
南
花
見

田
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
基
本
方
針

の
ひ
と
つ
に
「
田
園
風
景
が
残
る
安
曇

野
に
配
慮
し
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
沿
っ

た
開
発
に
期
待
す
る
。

問 

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
向
か
っ
て

い
く
中
で
、
建
設
費
や
維
持
費
に
つ
い

て
懸
念
の
声
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

域
上
長
尾
区
・
下
長
尾
区
と
の
関
係
に

つ
い
て
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

答 

地
域
の
生
活
環
境
を
阻
害
し
な
い
よ
う

助
言
や
要
望
を
し
て
い
く
。

問 

環
境
整
備
に
関
す
る
地
域
と
県
森
連
と

の
住
民
協
定
は
。

答 
県
森
連
は
、
関
係
区
長
と
の
懇
談
会
開

催
の
記
載
も
あ
る
覚
書
を
提
案
。

問 

協
定
書
と
覚
書
は
ど
う
違
う
の
か
。

答 

表
題
の
違
い
に
よ
り
効
力
や
重
要
性
が

決
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
に
し

て
も
契
約
の
実
態
を
備
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業

〇
生
涯
学
習
に
つ
い
て

オ
フ
ィ
ス
製
紙
機
）
の
導
入
を
提
案
す

る
。

答 

導
入
に
つ
い
て
は
、
他
市
等
の
利
用
状

況
を
参
考
に
し
な
が
ら
調
査
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

問 

消
火
活
動
等
に
お
け
る
消
防
団
員
の
安

全
確
保
の
考
え
を
聞
く
。

答 

常
備
消
防
の
指
導
の
も
と
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
を
活
用
し
、
教
育
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
軽
自
動
車
納
税
証
明
書
を
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
で
発
行
す
る
提
案

答 

財
政
状
況
を
み
な
が
ら
整
備
の
検
討
を

し
て
い
く
。
県
は
国
体
誘
致
を
し
て
お

り
、
安
曇
野
市
か
ら
も
国
体
選
手
が
生

ま
れ
る
よ
う
教
育
委
員
会
と
も
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

消
防
団
員
の
確
保
対
策
と
し
て
地
区
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
活
用
し
た
ら

ど
う
か
。

答 

年
間
を
通
し
て
各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で

消
防
団
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
松
本
市
の
事
例
を
参
考
に
、
婚
活

パ
ー
テ
ィ
ー
も
一
つ
の
張
り
合
い
と
し

て
検
討
し
た
い
。

よ
う
な
声
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
。

答 

「
財
政
的
に
負
担
が
か
か
る
か
ら
規
模
を

縮
小
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
署
名
と
、

「
し
っ
か
り
し
た
も
の
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
２
つ
の
署
名
が
出
さ
れ
、

議
会
か
ら
も
集
約
さ
れ
た
提
案
が
出
さ

れ
た
。
合
併
特
例
債
事
業
と
し
て
平
成

32
年
度
ま
で
に
実
施
で
き
れ
ば
、
財
政

の
収
支
上
で
も
影
響
な
く
で
き
る
見
通

し
な
の
で
進
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
総
合
事
業
（
介
護
予
防
）
に
つ
い
て

陸
上
競
技
練
習
ト
ラ
ッ
ク
の

整
備
を

安
曇
野
イ
ン
タ
ー
東
の

開
発
は

松
く
い
虫
の
被
害
状
況
と

対
策
は

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
田
沢
駅

周
辺
等
の
開
発
に
関
し
て

政和会
平林 德子

政和会
内川 集雄

政和会
黒岩 豊彦

日本共産党
安曇野市議団
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市
消
防
団
の
現
状
に
つ
い
て

消
防
団
員
の
安
全
に
関
し
て

新
総
合
体
育
館
建
設
に
つ
い
て
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3月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

問 

安
曇
野
市
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
、
カ
ヌ
ー
競
技

を
通
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
に
、
平
成
28
年
６
月
認
定

さ
れ
た
。
市
の
機
敏
な
対
応
と
成
果
に

敬
意
を
表
す
が
、
こ
れ
を
機
に
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
っ
て
の
ま
ち
づ

く
り
の
戦
略
が
あ
る
の
か
。

答 

市
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

フ
ィ
ー
ル
ド
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
今
後

は
、
駐
車
場
や
ト
イ
レ
な
ど
付
帯
施
設

を
整
備
し
、
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る

中
で
、
若
い
世
代
を
中
心
と
す
る
交
流

を
促
進
し
、
定
住
に
つ
な
げ
た
い
。

問 

２
０
２
０
年
以
前
の
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
事
業
の
予
定
は
。

答 

カ
ヌ
ー
教
室
や
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
の
開

催
を
通
じ
、
市
の
清せ

い
れ
つ冽

で
豊
か
な
水
環

境
を
内
外
に
発
信
し
た
い
。
新
年
度
予

算
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
カ
ヌ
ー
連
盟

役
員
を
招
く
費
用
を
計
上
し
た
。

問 

カ
ヌ
ー
競
技
を
通
じ
て
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
と
の
交
流
に
は
、
新
た
な
受
け
皿
も

必
要
と
な
る
。
明
科
の
前
川
で
毎
年
開

か
れ
る
「
に
じ
ま
す
カ
ッ
プ
カ
ヌ
ー
ス

問 

豊
科
高
家
所
在
の
公
有
財
産
の
取
得
状

況
を
伺
う
。

答 

「
み
ど
り
の
館
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
３

年
に
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
を
活
用
し
、

地
元
区
設
立
の
会
社
が
所
有
す
る
集
会

所
と
し
て
新
築
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平

成
13
年
、
国
道
１
４
７
号
高
家
バ
イ
パ

ス
の
計
画
に
伴
い
、
県
の
移
転
補
償
費

に
よ
り
現
在
の
場
所
に
建
物
を
新
築
移

転
し
た
。

問 

移
転
後
の
建
物
の
下
の
土
地
の
地
目
が
、

登
記
上
、
宅
地
で
は
な
く
田
に
な
っ
て

い
る
。
土
地
分
筆
が
平
成
13
年
２
月
な

の
で
、
13
年
が
経
過
し
て
い
る
。
現
況

と
合
わ
な
い
が
。

答 

平
成
13
年
３
月
26
日
付
け
で
農
地
法
５

条
の
許
可
が
さ
れ
て
い
る
。
現
状
に
即

し
地
目
変
更
登
記
を
行
っ
て
い
く
。

問 

集
会
所
の
使
用
状
況
は
ど
う
か
。

答 

平
成
14
年
２
月
、
当
時
の
豊
科
町
に
寄

附
さ
れ
た
後
、
活
用
の
検
討
を
行
っ
て

来
た
が
、
平
成
17
年
ま
で
有
効
な
利
用

は
さ
れ
な
か
っ
た
。
平
成
18
年
４
月
か

ら
市
の
普
通
財
産
と
し
て
、
賃
貸
借
契

約
を
結
び
、民
間
に
貸
し
て
い
る
。
現
在
、

問 

市
で
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
お
い
て
、
人
口
減
少
時
代

を
迎
え
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
人
と
仕
事
を
呼
び
込
む
戦
略
と

し
て
、
新
た
な
旅
行
素
材
を
掘
り
起
こ

し
て
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
と
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
安
曇
野
観
光
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答 

人
口
減
少
問
題
は
、
大
都
市
を
除
き
、

各
自
治
体
の
大
き
な
政
策
課
題
と
捉
え

て
い
る
。

　

  　

最
近
の
観
光
旅
行
は
、
見
る
観
光
か

ら
地
域
固
有
の
資
源
を
活
用
し
た
体
験
・

交
流
型
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
旅
行
形

態
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

  　

平
成
28
年
の
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
で
は
、
経
済
波
及
効
果
が
約
２
億
円

と
推
計
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
観

戦
す
る
人
・
応
援
す
る
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
す
る
人
な
ど
人
が
集
ま
る
こ

と
が
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
り
経

済
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

  　

前
川
を
利
用
し
た
水
に
親
し
む
ス

ポ
ー
ツ
や
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に

問 

次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
案
で
は
、
主

体
的
、
対
話
的
で
、
深
い
学
び
の
実
現

に
向
け
た
授
業
改
善
を
求
め
る
と
あ
る
。

こ
れ
が
ど
う
実
践
さ
れ
る
の
か
。

答 

教
師
自
身
が
教
材
や
指
導
、
児
童
・
生

徒
の
実
態
等
を
つ
か
む
こ
と
が
大
切
。

教
師
の
専
門
性
を
高
め
る
研
修
を
計
画

し
、
教
師
力
の
向
上
を
図
る
。

問 

市
の
方
針
で
も
あ
る
自
然
保
育
で
育
ち
、

感
性
を
磨
い
て
き
た
子
供
た
ち
が
入
学

し
て
く
る
が
、
小
学
校
教
育
は
そ
れ
を

ベ
ー
ス
に
置
い
た
一
貫
教
育
を
や
っ
て

い
る
の
か
。

答 

入
学
前
の
経
験
が
生
か
せ
る
よ
う
に
、

保
育
園
と
連
携
を
図
っ
て
き
た
。
小
学

校
が
入
学
前
の
子
供
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
環
境
で
、
ど
う
い
う
力
を
蓄
え
て
い

る
の
か
を
把
握
し
、
ど
う
高
め
て
い
く

か
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
。

問 

既
存
の
学
校
に
収
ま
ら
な
い
子
供
た
ち

も
い
る
。
一
人
一
人
に
と
っ
て
と
考
え

た
と
き
に
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
、

新
し
い
教
育
を
選
択
す
る
親
子
も
い
る
。

新
し
い
教
育
機
会
の
創
造
を
市
が
ど
う

認
め
、
連
携
し
て
い
く
の
か
。

ラ
ロ
ー
ム
大
会
」
を
運
営
す
る
皆
さ
ん

を
中
心
に
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

好
適
地
で
あ
る
こ
と
を
内
外
に
発
信
し
、

関
係
イ
ベ
ン
ト
等
を
支
援
し
よ
う
と
有

志
の
団
体
が
設
立
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら

も
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
受
け
皿
と
な
る
か
。

答 
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
の
主
体
は
「
市
民
」。

市
民
有
志
の
団
体
の
設
立
を
好
機
と
捉

え
、
連
携
し
て
い
き
た
い
。

問 

市
内
で
の
カ
ヌ
ー
の
普
及
、
カ
ヌ
ー
人

口
の
増
加
策
な
ど
に
考
え
は
あ
る
か
。

答 

大
人
を
対
象
と
し
た
カ
ヌ
ー
教
室
な
ど

に
よ
り
、
普
及
の
核
と
な
る
人
材
を
育

成
し
、
カ
ヌ
ー
人
口
や
競
技
者
の
増
加

に
取
り
組
み
た
い
。

そ
ば
中
心
の
店
舗
経
営
を
行
っ
て
い
る
。

問 

店
舗
周
辺
に
は
空
地
等
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
が
、
市
と
し
て
の
対
応
は
。

答 

現
状
調
査
の
上
、
改
善
や
指
導
を
し
て

い
き
た
い
。

問 

他
の
施
設
等
で
も
未
処
理
物
件
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
公
示
の
信
頼
性
維
持
の

点
か
ら
是
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
の
対
応
は
。

答 

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
業
務
を
遂

行
す
る
上
で
そ
う
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
過
去
の
案
件
も
含
め
、
し
っ
か
り
調

査
し
、
粛

し
ゅ
く
し
ゅ
く々と

事
務
手
続
き
を
進
め
て

い
く
。

登
録
さ
れ
た
拾
ケ
堰
な
ど
が
あ
り
、
安

曇
野
の
魅
力
を
よ
り
発
揮
で
き
る
観
光

形
態
は
何
な
の
か
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
全
般
的
に
検
討

し
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
安
曇
野
の
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
い
、
定
住
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

問 

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
防
災

広
場
に
木
陰
が
で
き
る
対
応
を
。

答 

防
災
広
場
は
市
民
の
憩
い
の
広
場
と
防

災
施
設
の
両
面
が
あ
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
離
着
陸
な
ど
に
支
障
の
な
い
木
々

を
選
定
す
る
な
ど
植
樹
を
検
討
す
る
。

答 

市
の
教
育
は
公
教
育
な
の
で
法
に
基
づ

く
設
置
義
務
、
指
導
内
容
を
行
う
。
そ

れ
に
馴な

じ染
ま
な
い
子
供
た
ち
へ
の
学
ぶ

機
会
と
場
所
の
確
保
は
教
育
委
員
会
の

仕
事
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は
、

こ
れ
か
ら
も
連
携
を
と
っ
て
い
く
。

問 

議
員
が
中
学
校
を
回
り
、
議
会
、
議
員

の
仕
事
を
説
明
し
、
や
り
が
い
を
伝
え

て
い
く
取
り
組
み
の
中
で
、
子
供
た
ち

が
政
治
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
な
主
権

者
教
育
を
や
れ
な
い
か
。

答 

学
校
か
ら
講
師
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
政

治
的
に
中
立
の
立
場
で
学
校
で
話
し
て

ほ
し
い
。
中
学
生
議
会
充
実
の
た
め
に
、

議
員
に
も
力
添
え
を
し
て
ほ
し
い
。

「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
型
ま
ち

づ
く
り
」
の
推
進
は

子
供
た
ち
が
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
け
る
教
育
を

東
京
五
輪
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

構
想
は

豊
科
高
家
に
お
け
る

公
有
財
産
の
変
遷

政和会
松枝 　功

政和会
藤原 正三

政和会
坂内 不二男

民心・
無所属の会

増田 望三郎

安曇野́͜ই̞̽̀͘る૧たなܥ֗ޗ会

防
災
広
場
の
利
用
に
つ
い
て

ဋ̦ߓା๵さͦたཡब広ા（ཅش）
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3月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

一 般 質 問

問 

歴
史
文
化
的
遺
産
や
伝
統
文
化
、
古
文

書
な
ど
を
保
存
継
承
し
、
そ
れ
ら
を
活

用
し
て
学
ぶ
心
が
育
つ
・
文
化
が
薫
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
今
後
の
市
の

関
わ
り
方
、
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
計
画
は
あ
る
の
か
聞
き
た
い
。

答 

風
土
と
先
人
た
ち
の
営
み
の
中
で
培

つ
ち
か

わ

れ
た
文
化
財
は
、
市
の
誇
り
で
あ
り
、

大
切
な
宝
で
あ
る
。
文
化
財
・
伝
統
文

化
を
活
用
し
、
観
光
や
地
域
振
興
に
結

び
つ
け
る
こ
と
は
、
人
づ
く
り
や
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
重
要
な
要
素
で
あ

る
。
地
域
と
連
携
を
し
、
保
存
・
伝
承

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

地
域
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答 

指
定
文
化
財
は
国
５
件
、
県
10
件
、
市

１
５
７
件
。
ま
た
、
国
登
録
文
化
財
は

10
カ
所
で
あ
る
。
市
で
は
「
文
化
財
マ
ッ

プ
」
を
刊
行
し
て
、
文
化
財
の
位
置
や

種
別
、
公
開
情
報
も
載
せ
て
い
る
。

問 

文
化
施
設
の
整
備
、
充
実
に
つ
い
て
は
。

答 

文
化
財
保
護
の
手
引
き
を
作
成
し
、
所

有
者
等
に
保
存
方
法
、
現
状
変
更
の
手

続
き
、
防
火
防
犯
へ
の
備
え
等
を
説
明

し
て
い
る
。
新
し
い
博
物
館
の
整
備
は
、

問 

振
興
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

答 

現
在
、
第
２
次
の
農
業
・
農
村
振
興
基

本
計
画
お
よ
び
振
興
計
画
を
策
定
中
。

問 

安
曇
野
ブ
ド
ウ
の
栽
培
促
進
や
池
田
町

な
ど
近
隣
自
治
体
と
の
特
区
申
請
等
の

連
携
で
、
安
曇
野
ワ
イ
ン
の
実
現
を
。

答 

平
成
28
年
度
に
果
樹
新
植
支
援
事
業
を

新
設
し
、
支
援
し
て
い
る
。
ワ
イ
ン
特

区
の
認
定
に
向
け
て
池
田
町
を
含
む
関

係
市
町
村
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

問 

更
新
伐
・
樹
種
転
換
等
に
よ
る
木
材
や

松
枯
れ
材
等
を
、
安
曇
野
木
材
・
安
曇

野
材
と
し
て
、
生
産
、
販
売
、
宣
伝
を
。

答 

安
曇
野
材
と
し
て
差
別
化
し
、
利
用
で

き
る
流
通
の
仕
組
み
を
モ
デ
ル
的
に
構

築
し
た
。
利
用
促
進
を
一
層
図
る
。

問 

ニ
ジ
マ
ス
、
信
州
サ
ー
モ
ン
、
大
王
イ

ワ
ナ
を
安
曇
野
産
と
し
て
、生
産
、販
売
、

宣
伝
を
。

答 

多
く
の
農
畜
産
物
の
冠

か
ん
む
りに

安
曇
野
産
が

つ
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

新
製
品
開
発
支
援
事
業
、
農
商
工
等
連

携
推
進
事
業
な
ど
で
、
事
業
者
の
新
た

な
取
り
組
み
に
も
支
援
し
て
い
る
。

問 

地
方
自
治
体
の
基
本
的
な
役
割
は
住
民

福
祉
の
増
進
に
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
し
か

し
、
必
要
と
す
る
人
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
届
か
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
福

祉
制
度
も
な
い
の
と
同
じ
こ
と
。
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提
供
の
あ
り

方
も
含
め
、
利
用
し
や
す
い
仕
組
み
に

整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

ず
は
「
困
っ
た
と
き
は
市
役
所
へ
」。
生

活
の
困
り
ご
と
な
ど
、
市
へ
相
談
す
れ

ば
い
い
と
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

そ
の
よ
う
に
市
民
に
感
じ
て
も
ら
う
に

は
、
職
員
が
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対
し
て

親
切
・
丁
寧
に
応
え
、
信
頼
関
係
を
築

い
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
各
種
制
度
に
つ
い
て
、
市
民
に
十

分
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の

で
、
業
務
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
こ
と
を
考
え
た
い
。

問 

市
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
情
報

提
供
に
つ
い
て
、
そ
の
課
題
は
。

答 

「
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
広
報

15
年
か
ら
20
年
先
に
な
る
。

問 

文
化
活
動
の
推
進
、
民
俗
資
料
の
保
存
・

活
用
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答 

貴
重
な
古
文
書
、
公
文
書
は
文
書
館
で

活
用
を
図
る
。
民
俗
資
料
は
博
物
館
等

で
保
存
・
展
示
し
、
小
学
校
の
体
験
学

習
で
活
用
し
て
い
る
。

問 
室
町
時
代
か
ら
の
建
物
で
市
の
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
等
々
力
家
本
陣
の
保
存

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答 

穂
高
神
社
か
ら
等
々
力
家
に
至
る
道
筋

は
歴
史
文
化
の
散
策
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
が
、
個
人
の
財
産
で
あ
り
、

今
後
を
見
守
り
た
い
。

問 

推
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

答 

安
曇
野
市
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

自
然
と
の
共
生
を
進
め
て
い
る
。

問 

ホ
タ
ル
復
活
と
自
然
体
験
交
流
推
進
を
。

答 

保
全
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
、
自

然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
、
か

じ
か
の
里
公
園
と
も
連
携
し
て
い
く
。

問 

古
代
か
ら
の
サ
ケ
の
遡そ

じ
ょ
う上

の
復
活
と
親

水
体
験
交
流
の
推
進
を
。

答 

現
段
階
で
サ
ケ
の
遡
上
の
復
活
は
検
討

し
て
い
な
い
。
よ
り
充
実
し
た
親
水
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
造
成
す
る
。

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
、
相
談

窓
口
や
制
度
の
利
用
方
法
な
ど
の
周
知

に
い
っ
そ
う
努
め
て
い
く
。
発
信
し
た

情
報
が
必
要
な
人
に
届
い
て
い
る
か
を

常
に
配
慮
し
な
が
ら
、
市
民
に
親
し
ま

れ
る
窓
口
を
目
指
す
。

問 

市
に
は
、
現
在
ま
だ
部
分
的
な
運
用
だ

が
、
24
時
間
体
制
の
電
話
相
談
受
付
が

い
く
つ
か
あ
る
。
こ
れ
を
整
理
発
展
さ

せ
、
ど
ん
な
相
談
に
も
つ
な
げ
て
い
く

一
次
的
な
電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
24
時

間
体
制
で
行
え
な
い
か
。

答 

市
民
に
、
よ
り
親
切
に
情
報
が
伝
わ
り
、

相
談
に
応
じ
ら
れ
る
体
制
の
確
立
に
向

け
て
再
検
討
し
て
い
く
。

必
要
な
人
に
届
く
福
祉
サ

ー
ビ
ス
情
報
提
供
拡
充
を

文
化
を
学
び
育
む

ま
ち
づ
く
り

安
曇
野
独
自
の
農
林
水
産

業
の
振
興
を

信誠会
召田 義人

民心・
無所属の会

小林 純子

市ঐ೰໲़اの൝șႁز長ؚ࿝（༠ࣞ）

ĳĵ শۼ਋ັのഩდ௖౴΍ȜΫスの֚႕
（安曇野市γȜθβȜΐ͢り）

民心・
無所属の会

林　 孝彦

議会広報特別委員会　 視察報告
1 月 31 日 視察先　　埼玉県ふじみ野市議会
 目　的　　議会だよりの編集について
2月   1 日 視察先　　埼玉県鴻巣市　（株）会議録センター
 目　的　　議会だよりの編集に関する研修会

クローズ
アップ 市民をひきつける編集を目指して

ふじみ野市議会だよりの特長
・市民の登場するページを多く作成している。
表紙（写真）等に市民が登場するシリーズを採用。
編集委員が市民にインタビューをした記事を掲載。

・印刷業者が参加して編集会議を実施。
議会事務局が作成したページ割（案）を基に、印刷業者が
ラフレイアウトを作成。
企画記事などのアイデアも印刷業者が提案。

（株）会議録センターでの研修
・安曇野市議会だより第 44 号の紙面クリニックを受け、
  改善点および検討課題を学ぶ。
・余白があり、QRコードを配置して、情報の補完、連動が
されていてよい。
・表紙写真の説明や、「市民の声」の関連写真を入れてはどうか。
・リード文の文字の大きさ、文字間の統一をする。

まとめ
・視察研修で学んだことを検討・確認し、今回
の第 46号から取り入れた項目
表紙下段の人口・世帯数をカットし、注目
のお知らせを表紙に掲載。
表紙写真の説明と「市民の声」関連写真を入
れる。
表の金額を分かりやすく表示。
毎号QRコードの説明を掲載。

・今後検討したい項目
市民の登場する常設ページの追加。
印刷業者によるラフレイアウトの作成等。
印刷予算の増加を補うための広告の掲載。

詳細な視察報告書はQRコードから
議会ホームページへ

安
曇
野
の
自
然
回
帰
・
自
然
保

護
と
自
然
体
験
交
流
の
推
進
を

安曇野市ুட体験ၠ࢐ΓϋΗȜ ̵̵̨ͣ（ྶشಎ୼਀）

ਘࡄ会議჏ΓϋΗȜ́の（ڼ）
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の
西
に
蝶
ヶ
岳
が
位

置
し
て
お
り
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
姿
を
変
え
て
い
き

ま
す
が
、
春
に
な
り
ま
す
と
、
蝶

の
雪
形
が
次
第
に
は
っ
き
り
し
て

き
ま
す
。
毎
年
蝶
ヶ
岳
の
雪
形
に

暑
い
夏
に
向
け
て
の
元
気
を
も
ら

い
、
そ
れ
と
共
に
、
大
自
然
に
囲

ま
れ
て
生
活
で
き
る
幸
せ
を
日
々

感
じ
て
、
安
曇
野
な
ら
で
は
の
嬉

し
い
刺
激
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

い
え
、
命
あ
る
も
の
は

「
日
」
を
重
ね
る
ご
と
に

年
を
取
り
老
境
に
入
り
ま
す
。
こ

れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
宿
命

で
す
。
で
も
、
そ
の
年
の
重
ね
方

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
差
が
あ
り
ま

す
。
誰
し
も
が
同
じ
と
い
う
こ
と

は
な
い
わ
け
で
す
が
、
心
も
体
も

健
康
で
、
安
心
し
て
年
を
重
ね
ら

れ
ま
す
よ
う
祈
ら
ず
に
は
お
ら
れ

ま
せ
ん
。

安
曇
野
市
の
住
民
の
一

人
と
致
し
ま
し
て
、
安

曇
野
市
が
も
っ
と
元
気
に
な
る
よ

う
に
、ま
た
、住
み
よ
い
市
と
し
て
、

今
よ
り
成
長
す
る
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
と
考
え
た
時
、
人
任

せ
で
は
な
く
、
市
議
会
の
皆
様
の

お
立
場
、
行
政
の
お
立
場
、
そ
し

て
市
民
一
人
一
人
の
立
場
で
、
本

心
で
考
え
合
う
こ
と
が
大
事
か
と

思
い
ま
す
。

で
の
活
動
も
そ
れ
ぞ

れ
練
り
上
げ
た
う
え

で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、

議
員
の
皆
様
や
、
行
政
の
皆
様
に

は
、
自お

の

ず
と
か
じ
取
り
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
各

地
域
の
議
員
の
皆
様
に
お
い
て
は
、

市
民
の
声
を
吸
い
上
げ
、
議
会
へ

届
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
大
変
な

こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち

も
市
民
の
立
場
で
頑
張
り
ま
す
。

宮下 典子さん　（明科）

編 集 後 記
◆甲斐信枝さんのドキュメンタリーを観

み

た。86歳の現在も活躍されてい
る絵本作家だ。その絵は緻

ちみ つ

密で科学絵本とも言われているが、雑草をかき
分け地面に寝そべって、雑草と同じ目線で観察する姿は、お茶目で可愛く
魅力的だ。
　普段見過ごしている足元にこんなにも素

すて き

敵で、そしてたくましい雑草た
ちの命の営みがあるとは。代表作『雑草のくらし』が30年を超えるロン
グセラーになっているというのもうなずけた。　　　　　　　猪狩久美子

議会広報特別委員会
　委 員 長　竹内秀太郎　  委員　坂内不二男　井出勝正　一志信一郎　藤原正三
　副委員長　林　　孝彦　　　　  中村今朝子　平林　明　猪狩久美子　小林純子
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率

7
0
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再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

安曇野市を元気に住みよく

郷土料理体験などを通じ、地域や世代を超えた
  活動に取り組む（和菓子づくりをする地域の皆さん）

4 月 6日に市内に 18園あ
る市立認定こども園で入
園式が行われました。堀
金認定こども園では 219
人の園児が新年度を迎え
ました。

E-mail : gikai@city. azumino. nagano. jp
http://www. city. azumino. nagano. jp/site/gikai/

〒  399-8281　長野県安曇野市豊科6000 番地

　　  TEL  0263-71-2000（市役所代表）

　　  TEL  0263-71-2156（議会事務局）

　　  FAX  0263-71-2150（議会事務局）

気軽にご意見をお聞かせください

今 号 の 表 紙 写 真

議会傍聴へ
ようこそ！

平成 29年安曇野市議会６月定例会は６月１日（木）～６月26日（月）
頃を予定。皆さんの傍聴をお待ちしています。
託児室をご用意してあります。お気軽にお問い合わせください。（要事前予約）
なお、議会ホームページでは本会議のライブ配信も実施中です！ぜひご覧ください。
請願・陳情の締切は５月22日（月）です。それ以降の提出は次の定
例会での審議になりますのでご注意ください。

安曇野市議会だより  第46号（平成 29年５月 10日発行）

わ
が
家

さ
て
、

人
は
、

各
地
域




